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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月18日(2011.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異種の多糖結合ドメインに結合された繊維状ポリペプチドのモノマーをコードするアミ
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ノ酸配列を含む、単離されたポリペプチドであって、前記多糖結合ドメインがセルロース
結合ドメインではない、単離されたポリペプチド。
【請求項２】
　異種の多糖結合ドメインに結合されたレシリンをコードするアミノ酸配列を含む、単離
されたポリペプチド。
【請求項３】
　前記繊維状ポリペプチドは、レシリン、エラスチン、カイコ絹糸、コラーゲンおよびイ
ガイ足糸タンパク質からなる群から選択される、請求項１に記載の単離されたポリペプチ
ド。
【請求項４】
　前記繊維状ポリペプチドはレシリンを含む、請求項３に記載の単離されたポリペプチド
。
【請求項５】
　前記レシリンは、配列番号８に示されるアミノ酸配列を含む、請求項４に記載の単離さ
れたポリペプチド。
【請求項６】
　前記レシリンは、配列番号９に示されるアミノ酸配列を含む、請求項５に記載の単離さ
れたポリペプチド。
【請求項７】
　前記多糖結合ドメインは、キチン結合ドメイン、デンプン結合ドメイン、デキストラン
結合ドメイン、グルカン結合ドメイン、キトサン結合ドメイン、アルギン酸結合ドメイン
およびヒアルロン酸結合ドメインからなる群から選択される、請求項１に記載の単離され
たポリペプチド。
【請求項８】
　前記多糖結合ドメインは、キチン結合ドメイン、セルロース結合ドメイン、デンプン結
合ドメイン、デキストラン結合ドメイン、グルカン結合ドメイン、キトサン結合ドメイン
、アルギン酸結合ドメインおよびヒアルロン酸結合ドメインからなる群から選択される、
請求項２に記載の単離されたポリペプチド。
【請求項９】
　配列番号１１～配列番号１３に示される通りである、請求項１に記載の単離されたポリ
ペプチド。
【請求項１０】
　請求項１に記載のポリペプチドをコードする核酸配列を含む、単離されたポリヌクレオ
チド。
【請求項１１】
　請求項２に記載のポリペプチドをコードする核酸配列を含む、単離されたポリヌクレオ
チド。
【請求項１２】
　配列番号１７～配列番号２２からなる群から選択される核酸配列を含む、請求項１１に
記載の単離されたポリヌクレオチド。
【請求項１３】
　レシリンをコードする核酸配列と、前記レシリンの発現を植物において行わすことがで
きるシス作用調節エレメントとを含む核酸構築物。
【請求項１４】
　請求項１０または１１に記載の単離されたポリヌクレオチドを含む核酸構築物。
【請求項１５】
　前記ポリペプチドの発現を細菌において行わすことができるシス作用調節エレメントを
さらに含む、請求項１４に記載の核酸構築物。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の核酸構築物を含む細胞。
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【請求項１７】
　レシリンと、多糖とを含む、単離された複合物。
【請求項１８】
　異種の多糖結合ドメインを含む繊維状ポリペプチドと、多糖とを含む、固定化されてい
ない単離された複合物。
【請求項１９】
　前記多糖は、キチン、セルロース、デンプン、デキストラン、グルカン、キトサン、ア
ルギン酸およびヒアルロン酸からなる群から選択される、請求項１７または１８に記載の
単離された複合物。
【請求項２０】
　前記レシリンは多糖結合ドメインを含む、請求項１７に記載の単離された複合物。
【請求項２１】
　前記多糖結合ドメインは異種の多糖結合ドメインである、請求項２０に記載の単離され
た複合物。
【請求項２２】
　前記多糖結合ドメインは、キチン結合ドメイン、セルロース結合ドメイン、キトサン結
合ドメイン、アルギン酸結合ドメイン、デンプン結合ドメイン、デキストラン結合ドメイ
ン、グルカン結合ドメインおよびヒアルロン酸結合ドメインを含む、請求項１８または２
０に記載の単離された複合物。
【請求項２３】
　前記繊維状ポリペプチドは、イガイ足糸タンパク質、レシリン、カイコ絹糸タンパク質
、クモ絹糸タンパク質、コラーゲン、エラスチンまたはそれらのフラグメントからなる群
から選択される、請求項１８に記載の単離された複合物。
【請求項２４】
　追加の繊維状ポリペプチドをさらに含み、前記追加の繊維状ポリペプチドは前記繊維状
ポリペプチドとは異なり、イガイ足糸タンパク質、レシリン、カイコ絹糸タンパク質、ク
モ絹糸タンパク質、コラーゲン、エラスチンおよびそれらのフラグメントからなる群から
選択される、請求項１７または１８に記載の単離された複合物。
【請求項２５】
　架橋されている、請求項１７または１８に記載の単離された複合物。
【請求項２６】
　非架橋である、請求項１７または１８に記載の単離された複合物。
【請求項２７】
　少なくとも２つの同一でない繊維状ポリペプチドを含む、単離された複合物であって、
前記少なくとも２つの同一でない繊維状ポリペプチドのうちの第１の繊維状ポリペプチド
が、請求項１に記載の単離されたポリペプチドである複合物。
【請求項２８】
　少なくとも２つの同一でない繊維状ポリペプチドを含む、単離された複合物であって、
前記少なくとも２つの同一でない繊維状ポリペプチドのうちの第１の繊維状ポリペプチド
が、請求項２に記載の単離されたポリペプチドである複合物。
【請求項２９】
　前記繊維状ポリペプチドを、前記繊維状ポリペプチドと多糖との間での結合を可能にす
る条件のもとで多糖と接触させて、請求項１７または１８に記載の単離された複合物を作
製することを含む、請求項１７または１８に記載の単離された複合物を作製する方法。
【請求項３０】
　前記接触後に前記複合物を架橋することをさらに含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記複合物を追加の繊維状ポリペプチドにより被覆することをさらに含み、前記被覆す
ることが、前記複合物を架橋した後で達成される、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
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　前記繊維状ポリペプチドを前記接触前に追加の繊維状ポリペプチドと結合することをさ
らに含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
　前記多糖は、キチン、セルロース、デンプン、デキストラン、グルカン、キトサン、ア
ルギン酸、カルボキシメチルセルロースおよびヒアルロン酸からなる群から選択される、
請求項２９に記載の方法。
【請求項３４】
　軟骨または骨の疾患または状態を処置するための医薬品の製造のための、請求項１７～
２８のいずれかに記載の単離された複合物の使用。
【請求項３５】
　軟骨修復、膝修復、半月板修復、膝潤滑剤および椎間板修復のための請求項３４に記載
の使用。
【請求項３６】
　尿失禁を処置するための医薬品の製造のための、請求項１７～２８のいずれかに記載の
単離された複合物の使用。
【請求項３７】
　請求項１７～２８のいずれかに記載の単離された複合物を含む足場。
【請求項３８】
　請求項１７～２８のいずれかに記載の単離された複合物を含む医薬組成物。
【請求項３９】
　請求項１７～２８のいずれかに記載の単離された複合物を含む美容用組成物。
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